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知的障害児と健常児の友達関係についての保護者の意識

渋　谷　真　二・今　野　和　夫

A survey on awareness of parents about friendship between their

children with an intellectual disability and children 

without a disability 

Shinji Shibuya・Kazuo Konno

The awareness of parents about friendship between their children with an intellectual disability and
children without a disability is an important factor for their children to make friends without a disability. A
questionnare survey was used to parents of upper secondary department of special schools for students
with an intellectual disability. 

They thought that their children had fewer opportunities to get involved with children without a dis-
ability. Many of them wished that their children could have friends without a disability. But there were dif-
ferences in the degree of wish among them.

This paper concludes with suggestions to the future study about friendship between children with an
intellectual disability and children without a disability. 

Key words：Friendship, Children with an intellectual disability, Children without a disability

Ⅰ．はじめに

障害のある人たちが地域の中であたりまえの生活，あ

たりまえの人生を築いていけるために，また生涯をとお

して豊かな発達を実現できるためには，障害のある人た

ちに対する一般の人々ないし社会の理解はもちろんのこ

と，教育・福祉・医療・労働・民間（例えばNPO）等

の諸分野における多様な専門的ないしフォーマルな支援

や，親の会・ボランティア団体・家族等によるインフォ

ーマルな支援の充実が欠かせない。そしてさらに，互い

に対等な意識・信頼・親しみを持てる同じ年頃の友達が

いることも，大切である。ちなみに友達関係の中には，

心配したり心配されたり，慰めたり慰められたり，励ま

したり励まされたり，相談したり相談されたり，教えた

り教えられたり，助けたり助けられたりといった相互支

援の要素も，自然と内在している。障害者と健常者の関

係については，障害者は健常者よりも支援される機会や

量が多いと考えられがちであり，また一般には支援の与

え手としての期待のもとに例えばボランティアとして健

常者を障害者に関わらせようとする傾向が強いが，相互

支援の要素や可能性は障害者と健常者の関係―たとえそ

れが互いに友達と思える関係にまでは至っていない関係

であっても―にも潜在していると言えよう。

ところで知的障害者には，同じ年頃の障害をもつ友達

とともに，同じ年頃の障害のない友達もきわめて少ない。

このことには，知的障害者と健常者とが出会いかかわり

を重ねる中で仲のよい関係を築いていける機会やそのた

めの支援体制づくりがまだきわめて限られていること

や，知的障害者の知的能力や社会的能力に制限があると

いうことの他に，我が子にとっての健常の友達の必要

性・大切さについての保護者の意識の弱さ，我が子と健

常の友達との関係に対する保護者の期待の低さ等が，大

きく影響していると思われる。ちなみに保護者の中には，

我が子を事故（例えば交通事故）や事件（例えばいじめ

や性犯罪）から守るために，我が子が友達を作ったり，

その友達と休日に出かけたりすることに消極的な意識を

持つ人もいるだろう。アメリカの研究では，自閉症の青

年が友達として名を挙げた人の中には，親が自分の友達

として挙げた人（つまり青年が小さい頃から母親に連れ

られて繰り返し行った先で出会ってきた人たち）が多く
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含まれているという結果が得られている（Orsmondら,

2004）。

障害者が健常者と地域の中で出会い，親しくなるため

には，地域的活動（例えば親の会や青年学級，ダンスや

絵画などのサークル）に子どもを積極的に参加させたり

（その送迎も含めて），我が子の可能性や魅力や苦手なと

ころ，我が子を心から愛しているということを自然な形

で健常者に伝えたりするなど，長い期間にわたっての親

からの細やかな配慮がときに必要なようである（Turn-

bullら, 1999）。渋谷（2004）は，大学生としての４年の

間におけるダウン症の青年と自分の友達関係の形成過程

を振り返り，かつその形成にどのような要因が関与して

いるのかを考察している。そして，年齢的には少々上の

青年と互いに気軽に携帯電話でやりとりしたり，誘った

り誘われたりしながら映画などを地域で楽しんだりする

ようになるまでには，いくつかの段階があることを明ら

かにしている。また互いに友達と認め合えるまでになっ

たことには，渋谷自身の側の要因として①青年と出会う

までの多くのボランティア経験，②渋谷自身の他の友達

の存在（渋谷を介して，彼らとも青年が親しくなってい

けたこと），③ダウン症という障害とそれに関係する特

徴や傾向の理解，④青年の母親からの信頼と協力といっ

たことが，特に関与しているとしている。さらに，青年

の側の要因としては①幼い頃より障害の有無を問わずた

くさんの人とかかわってきており，積極的に人とかかわ

ろうとすること，②携帯電話や電子辞書など自分にとり

便利なものの使用法を積極的に学ぼうとすること，③他

人への気配り・気遣いや他人とかかわる際のマナーを身

につけていることなどを，あげている。一方渋谷（2004）

は青年の母親にも面接をし，幼稚園・小学校・中学校・

養護学校高等部・学校卒業後の職場（通所作業所）のど

の時期においても，我が子が会いたい，話しをしたいと

思った人と実際にかかわって・親交を深めていけるよう

にと，母親が様々な心配りや努力をしてきていることを

明らかにしている。

近年，知的障害者が地域の中で健常者と様々な活動を

一緒に重ねながら，互いに友達と思える関係になってい

くことを支援する取り組みも，ようやく始まりつつある

（名川勝, 2007）。とは言え，知的障害者と健常者，とり

わけ同じ年頃の健常者と互いに友達としてつき合えるよ

うになるまでのプロセスへの支援体制づくりは，これか

らの大きな課題である。

渋谷・今野（2006）は，このような友達関係の実現に

とっては，友達関係についての保護者の意識がある大き

な役割を担っていると考え，知的障害者通所更生施設の

利用者（41名。多くは20歳台）の保護者に質問紙調査

を行った。その結果，半数を上回る保護者は，我が子に

同じ年頃の障害のない友達がいればよいと思っていた

が，同様に半数以上の保護者はそのことを実現すること

の困難さを認めていた。

本研究では，知的障害養護学校（現・特別支援学校）

高等部の保護者を対象として，我が子と，同じ年頃の健

常者との友達関係についてどのような意識を抱いている

かを中心に，明らかにしたい。

Ⅱ．方法

１．概略

秋田県内の８校の知的障害養護学校の高等部生徒の保

護者に対して，「Ⅲ．結果」に記されているような内容

を含む質問紙を作成した。各保護者に対する質問紙の配

布，保護者から回答された質問紙（回答者の氏名は無記

名とした）の回収は，各学校に協力いただいた。質問紙

の冒頭には，回答者個々人のデータには言及せず，全体

として結果は処理するという旨の文章を記した。調査実

施期間は平成18年10月から11月。

男子生徒の保護者からは151名，女子生徒の保護者か

らは93名，計244名分が回収。回収率は76％。244名の

生徒のうち，小・中とも養護学校は36名で全体の約

15％。小中とも通常学校は121名で全体の53.5％，小が

通常学校で中より養護学校が22％。その他には，小学

校や中学校の途中より養護学校に転校した生徒がいる。

小中とも通常学校の生徒たちは，特殊学級への在籍の有

無や，在籍期間等に違いがあるが，今回の調査において

この点は把握しなかった。

２．質問紙の内容

障害のない友達ができればいいと思って保護者がこれ

までに行ったことのある行動，同じ年頃の健常者との現

在の関係，及び学校卒業後における同じ年頃の健常者と

の関係について，「Ⅲ．結果」に記載してあるような質

問項目が設定された。なお質問紙の冒頭には，「友達」

ということについて，以下のような文章が添えられた。

（「しばらく会わないでいると会いたくなったり話し

をしたくなったりする，気兼ねなく自然につきあえる人」

というような皆さんが普通に使われている意味でお考え

ください。また同じ学校の人，同じ性の人に限らなくて

結構です。）

Ⅲ．結果

１．障害のない友達づくりを意識した保護者の行動

あらかじめ設定された19の項目（その他を含む）に

ついて，子どもに障害のない友達ができればいいと思っ

てこれまでに行ったことがあるものの選択率が表１に記
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されている。

男子生徒及び女子生徒の保護者全体の半数ほど

（53％）が，子どもに障害のない友達ができればいいと

思って町内などの子供会やその行事に参加したことがあ

った。次いで全体の３割以上がこれまで，そのような思

いをもって普通（通常）の小学校に入れたり（38％），

幼稚園や保育園などに入れたり（33％），他の子どもが

好感を抱くよう自分の子どもの身なりに気をつけたり

（31％）したことがあるとしている。なお，それらの比

率は女子よりも男子生徒の保護者の方が少し高い。また，

１割から２割の範囲であり決して多いと言えないが，他

の子どもを誘ったり，他の子どもたちやきょうだいの中

に導き入れようとしたり，自分の子どものことを他児に

わかってもらおうとしている保護者がいる。さらに地域

の活動や習い事をさせている保護者もいる。

２．同じ年頃の健常者との現在の関係について

（１）障害の有無によらない，同じ年頃の友達の有無

（お子さんには障害があるかないかによらず同じ年頃の友達がい

ますか）

相手に障害があるなしにかかわらず，自分の子どもに

友達が「いると思う」と回答した保護者は，全体の約6

割（62％）を占めた。生徒の性差をみると，「いると思

う」の回答は男子生徒の保護者では6割弱（56％），女

子生徒の保護者では7割（70％）であった。

こうして，その数はともあれ保護者からみて友達とい

える存在が，生徒らの半数以上にはいること，そして男

子生徒よりも女子生徒の方に友達と言える存在を持つ人

が割合として多いということがうかがえる結果が得られ

た。

（２）同じ年頃の健常の友達の有無

（お子さんには同じ年頃の健常の友達がいると思いますか）

同じ年頃の健常の友達について，保護者全体の３割

（30%）が自分の子どもには「いると思う」，６割ほど

（59%）が「いないと思う」と回答した。割合としては，

女子生徒よりも男子生徒の保護者において，「いないと

思う」の回答率が13%ほど多くなっていた。

こうして，高等部の生徒の３割ほどには保護者から見

て友達と言える同年代の健常の友達がいること，見方を

変えれば６割ほどには同年代の健常の友達がいないこ

と，性別で見れば健常の友達がいない生徒が女子生徒よ

りも男子生徒の方に幾分多いということがうかがえる結

果が得られた。

表１　障害のない友達ができればいいと思ってこれまで
に行ったことがあるもの（複数選択可）

項　目

・町内などの子供会やその行事に参加
する

・普通（通常）の小学校に入れる
・幼稚園や保育園などに入れる
・他の子どもが好感を抱くよう，自分
の子どもの身なりに気をつける

・普通（通常）の中学校に入れる
・自分の子どもと遊んでくれるように
と他の子どもを誘う

・「一緒に遊べば?」と子ども達が遊ん
でいる輪の中に自分の子どもを誘う

・きょうだいとその友達が遊んでいる
ときに，子どもも仲間に入れてと頼む

・自分の子どものことをわかってもら
えるよう，他の子どもに話し聞かす

・休日などに活動する地域の団体に参
加する

・水泳教室やピアノ教室などの習い事
をさせる

・自分の子どもと遊んでくれるように
と子どもをもつ知り合いの親にお願
いする

・自分の子どもが他児にからかわれて
いるのを見てもその子を叱らない

・自分の子どもに友達ができるよう，
先生に相談する

・自分の子どもの誕生日などに他の子
どもを招く

・休日などに活動する地域の団体を自
分で立ち上げる

・幼稚園や保育園などの近くに住む
・小学校や中学校の近くに住む
・その他

男生徒
保護者

83（55）

63（42）
54（36）

53（35）

27（18）

28（19）

20（13）

17（11）

18（12）

16（11）

16（11）

11（07）

13（09）

7（05）

2（01）

2（01）

1（01）
2（01）
7（05）

女生徒
保護者

47（51）

29（31）
27（29）

22（24）

22（24）

13（14）

13（14）

15（16）

9（10）

11（12）

12（13）

7（08）

4（04）

7（08）

3（03）

2（02）

2（02）
1（01）
2（02）

合計

130（53）

92（38）
81（33）

75（31）

49（20）

41（17）

33（14）

32（13）

27（11）

27（11）

28（11）

18（07）

17（07）

14（05）

5（02）

4（02）

3（01）
3（01）
9（04）

高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％

表２　障害の有無によらない、同じ年頃の友達の有無

１．いると思う
２．いないと思う
３．わからない
無回答等

男子生徒
保護者
84（56）
53（35）
14（09）
0（00）

女子生徒
保護者
65（70）
21（23）
6（06）
1（01）

合　計

149（62）
74（30）
20（08）
1（00）

高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％

表３　同じ年頃の健常の友達の有無

１．いると思う
２．いないと思う
３．わからない
無回答等

男子生徒
保護者
39（26）
97（64）
13（09）
2（01）

女子生徒
保護者
33（35）
47（51）
10（11）
3（03）

合　計

72（30）
144（59）
23（09）
5（02）

高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％
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（３）地域で継続的なかかわりをもつ同じ年頃の健常者の

有無

（お子さんには地域の活動や習い事などで続けて会っている同じ

年頃の健常者がいますか）

「地域で継続的なかかわりをもつ同じ年頃の健常者」

というように，「友達」という枠をはずし，かつ「地域」

及び「継続的なかかわり」というキーワードを含んだこ

の問いに対して，そのような存在がいると回答したのは，

保護者全体の１割ほど（12%）にすぎず，９割弱（86%）

は「いない」との回答であった。そしてわずかではある

が，その「いない」との回答の割合は女子生徒の保護者

（82％）よりも男子生徒の保護者（89%）において高く

なっていた。

こうして，高等部生徒において，同じ年頃の健常者と

地域の中で継続的なかかわりをもつことは非常にむずか

しい状況にあることが示唆される。

（４）同じ年頃の健常者とかかわる機会が少ないか

（お子さんには同じ年頃の健常者とかかわる機会が少ないと思い

ますか）

「強く」（34%）と「やや」（35%）を合わせて，保護

者の７割ほどが，我が子が同じ年頃の健常者とかかわる

機会が少ないと思っていた。またその割合は，女子の保

護者（60%）よりも男子保護者（75%）の方が少し高い。

「どちらともいえない」や「あまりそう思わない」と

の回答者も，それぞれ10%程度を占めている。

多くの保護者が，我が子は同じ年頃の健常者とかかわ

る機会が少ないと思っているが，その思いが「やや」の

程度と，「どちらともいえない」と曖昧な人を合わせる

と，５割を占めていた。（3）において，きわめて多くの

高等部生徒には「地域で継続的なかかわりをもつ同じ年

頃の健常者」がいないことが示されたが，このような結

果からは，そのことに対して強い危機感ないし疑問を抱

いている保護者は決して多くないことが示唆される。

（５）我が子に同じ年頃の健常の友達がいればよいか

（お子さんに同じ年頃の健常の友達がいればよいと思いますか）

全保護者中の３割強（35%）が「強くそう思う」，約

３割（31%）が「ややそう思う」，約2割（23％）が

「どちらともいえない」，6％が「あまりそう思わない」

と回答しており，男子生徒・女子生徒双方の保護者間に

顕著な差は見られなかった。

こうして，半数を上回る保護者が，そう願う強さに差

があるとはいえ，我が子に同じ年頃の健常の友達がいれ

ばよいと考えているが，そのような思いを明確に抱いて

いない保護者も少なからずいることが示唆される。

選択理由について（付録参照）

この問については，その選択理由の自由記述欄が設け

られたが，そこには多くの内容が記されていた。その詳

細についての分析・検討は別の機会に譲ることとし，こ

こでは簡単に言及したい。

すなわちまず「強くそう思う」理由としては，学びや

成長，楽しみやうるおい，相談相手，自立など，我が子

にとっての友達の具体的な意義に言及している内容が比

較的多かった。親亡き後を視野に入れて意義を指摘して

いる保護者もいる。交流や友達関係を含めて人との関係

の少ない現状を指摘する人も少数認められた。次に「や

やそう思う」理由として，「強くそう思う」理由と同様

に，「共通の話題や情報」「養護学校では味わえない刺激」

「ストレスを解消しより楽しい生活」など，友達がいる

ことの色々な意義に多くの保護者が言及している。一方，

消極的にではありながらも基本的には友達の存在を希望

しつつも，「子どもや親の側の不安や負担」「相手の理解」

「差別」など，不安な点のみをあげている保護者も数人

いる。

さらに「どちらともいえない」理由としては，我が子

表４　地域で継続的なかかわりをもつ同じ年頃の健常者
の有無

１．いる
２．いない
無回答等

男子生徒
保護者
14（09）

134（89）
3（02）

女子生徒
保護者
15（16）
76（82）
2（02）

合　計

29（12）
210（86）
5（02）

高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％

表５　同じ年頃の健常者とかかわる機会が少ないか

１．強くそう思う
２．ややそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
無回答等

男子生徒
保護者
56（37）
57（38）
19（13）
11（07）
6（04）
2（01）

女子生徒
保護者
27（29）
28（31）
17（18）
14（15）
4（04）
3（03）

合　計

83（34）
85（35）
36（15）
25（10）
10（04）
5（02）

高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％

表６　同じ年頃の健常の友達がいればよいか

１．強くそう思う
２．ややそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
無回答等

男子生徒
保護者
53（35）
50（33）
33（22）
7（05）
2（01）
6（04）

女子生徒
保護者
33（35）
26（28）
23（25）
7（08）
1（01）
3（03）

合　計

86（35）
76（31）
56（23）
14（06）
3（01）
9（04）

高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％
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知的障害児と健常児の友達関係についての保護者の意識

に対するプラス・マイナス両面の影響，会話や知的能力

等による相手とのギャップ，相手（健常者）の側の事情，

さほど必要性が感じられないこと等に関する内容が，認

められる。「あまりそう思わない」理由には，コミュニ

ケーション能力など子どもの側の要因への言及や，こと

さら健常の友達の必要性を感じないことの指摘（現在の

学校に同じ年頃の友達がいることによる）に加えて，健

常の子どもたちからの好ましくない影響や，健常の子ど

もへの強い不信感といったものが含まれている。

（６）地域で同じ年頃の健常者と活動をともにする機会

（地域の中に，休日などに障害のある子どもたちが同じ年頃の健常

者と活動をともにできる機会があればよいと思いますか。例えば，

親の会やNPO，ボランティア団体等による）

保護者全体の５割以上（55%）が地域での一緒の活動

機会があればよいと思っていた。程度では「強く」

（18％）よりも「やや」（37%）の方が20%ほど高く，ま

た「どちらともいえない」（30%），「あまりそう思わな

い」（9%）などさらに消極的な思いの保護者も４割ほど

いた。一方，一緒の活動機会があればよいと思う割合は，

女子生徒（50%）よりも男子生徒の保護者（58%）の方

が少々高くなっている。

（７）学校は生徒たちが同じ年頃の健常者とかかわること

のできる機会をもっとつくればよいか

（学校は，生徒たちが同じ年頃の健常者とかかわることのできる

機会をもっと作ればよいと思いますか）

学校による同じ年頃の健常者とのかかわりづくりを全

体の５割弱（47%）が望んでいた。程度では「強く」

（18%）よりも「やや」（29%）の方が10%ほど高くなっ

ている。また，「どちらともいえない」（36%）や「あま

りそう思わない」（9%）などさらに消極的な思いを持つ

保護者も半数近く（48%）に及んでいる。

選択理由について（付録参照）

この問についても，その選択理由の自由記述欄が設け

られた。そこに記された内容に簡単に言及すると，かか

わることのできる機会をもっと作ればよいと「強くそう

思う」理由としては， 色々なことを吸収できる，自信

をつけることができるなど，障害のある生徒たちにとっ

ての好ましい影響がいくつかあげられている。また，障

害についての理解が深まるといった相手にとってのプラ

スの影響や，そのことがさらに障害のある子どもに及ぼ

す好ましい影響といったものも上げられている（障害の

ある子も子どもの中に入っていく勇気をもつことができ

子ども同士のつきあいが楽しみになる．子どもたちにと

っても住みやすくなる．等）。次に「ややそう思う」理

由としても，生徒たちと健常の子どもたちの双方にとっ

ての好ましい意義や，健常の子どもたちへのプラスの意

義や期待についての指摘が，比較的多く認められる。

「どちらともいえない」理由となると，相手からのマ

イナスの影響（本人が混乱したりストレスになって逆効

果．子どもたちの心を傷つける．等），健常者への不信

感や不安（障害のある子を素直に受け入れてくれるわけ

がない．理解してかかわってくれる同じ年頃の人ってい

るのか．等），双方の壁や差などが認められる。

（８）同じ年頃の健常者との関係の可能性について

（お子さんと，同じ年頃の健常者との関係についてどのようにお

考えですか）

「わからない」（10%），「無回答」（20%）等を合わせ

て３割ほどの保護者が判断をしかねていたが，それ以外

についてみると，「⑤かかわり続けても，誰とでも互い

の心の距離が近づくことは難しい」の選択率は7％

（244人中16人）と少なく，一方①②③④を合わせて６

割（62%）ほどの保護者は，「誰とでも」あるいは「相

手次第ではあるが」，我が子が同じ年頃の健常者とかか

わり続けるうちに互いの心の距離を近づけることができ

ると考えていた。

ちなみに，「誰とでも」（①と②で17%）よりも「相手

次第」（③と④で45%）で心の距離が近づくことができ

るとした保護者の割合の方が顕著に高いが，それらの保

護者（110人）の中で，加えて「友達関係にまで発展で

きる」と考えた人（58人，24%）と，「それは難しい」

と考えた人（52人，21%）は，ほぼ同数・同率であった。

表７　地域の中に同じ年頃の健常者と活動をともにでき
る機会があればよいか

１．強くそう思う
２．ややそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
無回答等

男子生徒
保護者
26（17）
61（41）
43（28）
11（07）
3（02）
7（05）

女子生徒
保護者
18（19）
29（31）
30（33）
12（13）
2（02）
2（02）

合　計

44（18）
90（37）
73（30）
23（09）
5（02）
9（04）

高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％

表８　学校は生徒たちが同じ年頃の健常者とかかわるこ
とのできる機会をもっとつくればよいか

１．強くそう思う
２．ややそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
無回答等

男子生徒
保護者
26（17）
48（32）
54（36）
11（07）
4（03）
8（05）

女子生徒
保護者
17（18）
23（25）
33（36）
12（13）
4（04）
4（04）

合　計

43（18）
71（29）
87（36）
23（09）
8（03）
12（05）

高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％
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なお，「誰とでも」心の距離が近づくことができると

した保護者（40人）の中にも，加えて「友達関係にま

で発展できる」と考える人がいた（24人，10%）。

３．学校卒業後における同じ年頃の健常者との関係

（１）学校卒業後の生活において，同じ年頃の健常者との

関係は大切か

（お子さんの学校卒業後の生活において，同じ年頃の健常者との

かかわりは大切なことと思いますか）

表10のように，保護者全体の７割以上（75%）が，卒

業後における同じ年頃の健常者との関係を大切と思って

いた。程度では「強く」と「やや」がほぼ同率であり，

「どちらともいえない」（18%）や「あまりそう思わない」

（4%）などのさらに消極的な思いを持つ保護者は２割を

上回る程度（25%）であった。

選択理由について（付録参照）

この問についても選択理由の自由記述欄が設けられ

た。そこに記された内容に簡単に言及すると，学校卒業

後の生活において同じ年頃の健常者との関係が大切であ

ると「強くそう思う」理由としては（「同じ年頃」とい

うよりも「同年代」と敷衍させている回答もあるが）同

じ年頃の人とのかかわりは自然なこと，友人関係の基本

である，社会や地域での生活で欠かせないものとの指摘

とともに，かかわりが子どもに及ぼすと考えられる（期

待しての）多くの好ましい影響・意義が指摘されている。

それは例えば，楽しい人生，学びや育ち（考え方の違い．

青年期の過ごし方．社会性．等），行動の広がり，相談

相手などである。次に健常者との関係が大切であると

「ややそう思う」理由も，必ずしも「同じ年頃」に特定

されていないようであるが，楽しい休日，気持ちの立て

直しや悩みなどの解消といった意義が上げられている。

一方「どちらともいえない」 理由としては，いくつか

の事情（子どもの障害．良い人と悪い人の見分けが心配．

進学や就職をするので無理．等）の他に，障害のない人

の態度如何が言及されている。また，同じ年頃に限らず

色々な年代と，あるいはより年長の人たちとのかかわり

への期待も記されている。

（２）卒業後，地域の中で同じ年頃の健常者と活動をとも

にできる機会があればよいか

（卒業後，地域の中に，休日などに障害のある人たちが同じ年頃

の健常者と活動をともにできる機会があればよいと思いますか。

例えば，親の会やNPO，ボランティア団体等による）

保護者全体の６割以上（64%）が，卒業後に地域で同

じ年頃の健常者と活動できる機会があればよいと思って

いた。程度では，「強く」（20%）よりも「やや」（44%）

の方が24%も多く，「どちらともいえない」（23%）や

「あまりそう思わない」（5%）などのさらに消極的な思

いを持つ保護者も３割ほどいた。

学校卒業前の現在についての同様の質問（表７参照）

に対する結果と比べて，「そう思う」比率が，男子生徒

の保護者（66%），女子生徒の保護者（57%），全体

（64%）のそれぞれにおいて10%程高くなっている。そ

してここでも，女子生徒よりも男子生徒の保護者の比率

表８　学校は生徒たちが同じ年頃の健常者とかかわるこ
とのできる機会をもっとつくればよいか

①誰とでも心の距離が近づく．
友達関係に発展可．

②誰とでも心の距離が近づく．
友達関係には発展困難．

③相手次第で心の距離が近づく．
友達関係に発展可．

④相手次第で心の距離が近づく．
友達関係には発展困難．

⑤誰とでも心の距離が近づくこ
とは難しい．

⑥わからない

⑦その他

無回答等

男子生徒
保護者
16

（11）
06

（04）
38

（25）
29

（19）
12

（08）
14

（09）
02

（01）
34

（23）

女子生徒
保護者
08

（09）
10

（11）
20

（22）
23

（24）
04

（04）
11

（12）
01

（01）
16

（17）

合　計

24
（10）
16

（07）
58

（24）
52

（21）
16

（07）
25

（10）
03

（01）
50

（20）
高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％

①かかわり続ければ，誰とでも互いの心の距離が近づくこ
とができる。また友達関係にまで発展することも可能で
ある。

②かかわり続ければ，誰とでも互いの心の距離が近づくこ
とは可能である。しかし，友達関係にまで発展すること
は難しい。

③かかわり続ければ，相手次第で互いの心の距離が近づく
ことが可能である。また友達関係にまで発展することも
可能である。

④かかわり続ければ，相手次第で互いの心の距離が近づく
ことは可能である。しかし，友達関係にまで発展するこ
とは難しい。

⑤かかわり続けても，誰とでも互いの心の距離が近づくこ
とは難しい。

表１０ 学校卒業後の生活において、同じ年頃の健常者と
の関係は大切か

１．強くそう思う
２．ややそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
無回答等

男子生徒
保護者
62（41）
52（34）
26（17）
7（04）
1（01）
3（02）

女子生徒
保護者
32（34）
38（42）
17（18）
2（02）
1（01）
3（03）

合　計

94（38）
90（37）
43（18）
9（04）
2（01）
6（02）

高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％
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知的障害児と健常児の友達関係についての保護者の意識

の方が少々高くなっている。

（３）障害者と健常者が友達関係になることを積極的に支

援する取り組みについて（身近にあったらよいか）

（海外には，知的障害がある人が障害のない人とかかわり続けて

友達関係になることを積極的に支援する取り組みがいくつかあ

ります。例えばその代表的なものとして，アメリカを中心に12

か国の大学において広範に展開されている「ベスト・バディー

ズBest Buddies」という取り組みがあります。これはアンソニ

ー・シュライバー氏が1989年に設立したNPOが運営しており，

障害のある人がボランティアの学生と時々電話で会話をしたり，

自宅の中や外で食事や買い物，スポーツなどをしたりして関わ

っています。なおこの取り組みの特徴は，グループ活動よりも

一対一のつきあいが重視されているということです。あなたは，

ベスト・バディーズと同じものでなくても，障害のある人が障

害のない人と友達関係になることを積極的に支援する取り組み

が身近なところにあればよいと思いますか。）

海外の実例のような友達関係づくりに向けた積極的な

取組が身近にあればよいと，保護者全体の６割半ば

（66%）が思っていた。程度では，卒業前（⑦⑧）や卒

業後（⑩）についての関連する問への回答率に較べて

「強く」が高くなっており（33%），「やや」と同率であ

った。またこの問にも，女子（60%）よりも男子生徒の

保護者（72%）の方で，同意する率が高かった。

一方，「どちらともいえない」（22%）などさらに消極

的な考えを持つ人も全体で３割ほどいた。

（４）ボランティアとの関係づくりの可能性について

（障害のある人と同じ年頃のボランティアとの関係について，あ

なたはおよそどのように考えますか）

全体的に，同じ年頃の健常者との関係の可能性に関す

る結果と同様の傾向が見られる。ただしわずかではある

が，①②③④の合計が６割ほど（62%）から７割（70%）

へと増え，また③（相手次第で心の距離が近づく＋友達

関係にまで発展可）も24%から30%へと増えている。こ

れらのことからは，保護者が，「同じ年頃の健常者」と

いうように漠然と表現されている存在よりも，「ボラン

ティア」という表現を通してその役割を比較的明確に受

け止めやすい存在に対して，我が子との間により親密な

関係が築かれる可能性を想像・期待しているとも考えら

れる。

表１２ 障害者と健常者が友達関係になることを積極的に
支援する取り組みについて（身近にあったらよいか）

１．強くそう思う
２．ややそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
無回答等

男子生徒
保護者
51（34）
57（38）
29（19）
5（03）
1（01）
8（05）

女子生徒
保護者
31（34）
24（26）
24（26）
6（06）
2（02）
6（06）

合　計

82（33）
81（33）
53（22）
11（05）
3（01）

14（06）
高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％

表１３ 障害のある人と同じ年頃のボランティアとの関係
の可能性

①誰とでも心の距離が近づく．
友達関係に発展可．

②誰とでも心の距離が近づく．
友達関係には発展困難．

③相手次第で心の距離が近づく．
友達関係に発展可．

④相手次第で心の距離が近づく．
友達関係には発展困難．

⑤誰とでも心の距離が近づくこ
とは難しい．

⑥わからない

⑦その他

無回答等

男子生徒
保護者
17

（11）
13

（09）
45

（29）
31

（21）
04

（03）
14

（09）
01

（01）
26

（17）

女子生徒
保護者
11

（12）
10

（11）
27

（29）
19

（20）
03

（03）
10

（11）
00

（00）
13

（14）

合　計

28
（11）
23

（09）
72

（30）
50

（20）
07

（03）
24

（10）
01

（00）
39

（16）
高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％

①かかわり続ければ，誰とでも互いの心の距離が近づくこ
とができる．また友達関係にまで発展することも可能で
ある．

②かかわり続ければ，誰とでも互いの心の距離が近づくこ
とは可能である．しかし，友達関係にまで発展すること
は難しい．

③かかわり続ければ，相手次第で互いの心の距離が近づく
ことが可能である．また友達関係にまで発展することも
可能である．

④かかわり続ければ，相手次第で互いの心の距離が近づく
ことは可能である．しかし，友達関係にまで発展するこ
とは難しい．

⑤かかわり続けても，誰とでも互いの心の距離が近づくこ
とは難しい．

表１１ 卒業後、地域の中で同じ年頃の健常者と活動をと
もにできる機会があればよいか

１．強くそう思う
２．ややそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
無回答等

男子生徒
保護者
31（21）
70（46）
32（21）
7（05）
3（02）
8（05）

女子生徒
保護者
19（20）
34（37）
25（27）
6（06）
2（02）
7（08）

合　計

50（20）
104（44）
57（23）
13（05）
5（02）

15（06）
高等部n=244（男n=151，女n=93）（ ）内数字は％
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Ⅳ．考察

１．障害のない友達ができることを願ってこれまでに行

ったこと

本研究を通して，知的障害養護学校（特別支援学校）

高等部の保護者たちの中には，障害のない友達ができれ

ばよいとの思いを抱いて，子どもが小さい頃からこれま

でに，町内会など地域の子供会やその行事へ参加したり，

入園や入学を決めたりしている人が決して少なくないこ

とが示された。また，子どもの身なりに気を付けたり，

他児を自分の子どもの方へ誘ったり，逆に他児たちの輪

の中へ子どもを導こうとしたりした経験をもつ保護者も

認められた。

障害のない友達がいればいいとの思いをもつ保護者

は，そのような思いを抱いて，あるいはそのような思い

を実現させるために，一つのことだけではなく色々なこ

とをしたり色々なことに挑戦しているのだろう。一方，

そのような思いを最初からさほど抱かない保護者や，そ

のような思いの実現に向けた早期の行動が良い結果を生

み出さないこと（例えば，他児から拒否される）で周囲

に不信感を抱いたり自信を失ってしまっている保護者

は，友達を作るための行動をあまりしないとも考えられ

る。保護者の思い（例えば，障害のある子もない子も我

が子には大切．障害のある子が友達にいればよい．能力

から見て友達ができるわけがない．等）やその背景の違

いが，障害のない子どもを我が子の友達にしようとする

行動とどのように関係しているのか，今後検討を要する

だろう。

２．同じ年頃の健常者との現在の関係

高等部の生徒たち，また傾向としては女子生徒よりも

男子生徒において，同じ年頃の健常の友達がいる人は決

して多くないこと，さらに友達とまでは言わなくとも，

地域の活動や習い事などで継続的にかかわっている健常

者がいる人となると，とても少ないことがわかった（男

子生徒のほぼ９割，女子生徒のほぼ８割）。一方，女子

生徒よりも男子生徒の保護者においてより高い数値が認

められるのであるが，我が子には同じ年頃の健常者とか

かわる機会が少ないと思う保護者の割合（全体で69%），

同じ年頃の健常の友達がいればよいと思う保護者の割合

（同66%），地域の中で同じ年頃の健常者とともに活動で

きる機会があればよいと思う保護者の割合（同55%）の

いずれも，５割を明らかに超えていた。一方，そのよう

に思う「強さ」に着目すると，いずれにおいても「強く」

の割合が「やや」を大きく上回るわけではなく，また

「やや」と「どちらともいえない」で５割ないし６割，

「どちらともいえない」と「あまりそう思わない」で３

割弱ないし４割を占めていた。

以上より，本調査の対象となった高等部の保護者の場

合，我が子に同じ年頃の健常の友達を持たせたいという

気持ちや，そのことにつながりうる機会を実際に求めよ

うとする気持ちの強い人が多いとは一概に言えないだろ

う。そしてこのことにはたくさんの要因，たとえば子ど

もの能力や子どもと健常児とのギャップの大きさへの懸

念，高等部の現状（普段の授業の他にたくさんの行事，

卒業後に向けた作業学習や現場実習等でゆとりがないこ

となど）への配慮などが関係しているだろう。さらにこ

のことには，小学の段階から養護学校に在籍している場

合も，中学部や高等部に入るまで通常の学校に在籍して

いる場合も，障害のある生徒たちは学校内外において，

これまで同じ年頃の健常の子どもと出合い，かつ様々な

経験をともにする中で互いに理解し親しくなっていくプ

ロセス（友達関係となるまでのプロセス）を踏める機会

が極めて少ないこと，それゆえ「たとえ障害があっても，

我が子は同じ年頃の健常の子どもと仲よくなれる，また

友達にもなれる」という我が子への自信や，同じ年頃の

健常の友達がいることのよさ（楽しさ，学び，相談相手

等）を実感できずにいる保護者が多くいるということも，

関係していると思われる。ちなみに数は多いとは言えな

いが，保護者の中には，これまでの健常児とのかかわり

において，健常児に対して保護者が不信感や警戒心を抱

かざるを得ない経験（すなわち子ども自身にとってもつ

らい経験）をしている人が少なからずいることが，自由

記述（付録参照）より示唆される。

なお，「生徒たちが同じ年頃の健常者とかかわること

のできる機会を学校が作ること」を望む保護者は全体の

５割弱，望む程度としては「強く」が２割弱，「やや」

が３割ほど，「どちらともいえない」が３割強，等とな

っていた。そして「強く」や「やや」の選択理由（自由

記述）からは，そのような機会を作ることが障害のある

生徒にとって意義があるとする保護者とともに，むしろ

健常児にとってこそ意義があると考える保護者もいるこ

とがことがわかった。さらに「どちらともいえない」の

選択理由からは，やはり健常者への不信感をぬぐえない

保護者の存在が示唆された。

つぎに，同じ年頃の健常者との関係の発展可能性につ

いては，その選択肢の内容が少し抽象的かつ複雑だった

せいもあるのか，保護者全体の３割が無回答あるいは

「わからない」と答えていた。とはいえ，６割ほどの保

護者は，我が子が誰とでも，あるいは相手次第によって，

心の距離が近づくと考え，あるいはさらに友達関係へと

発展できる（３割強）と考えており，そのような考え

（我が子への信頼や期待とも言えよう）の実現を引き寄

せられるような学校や地域における実践やそのあり方の

検討が急がれよう。
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３．学校卒業後における同じ年頃の健常者との関係

７割以上（75%）という多くの保護者が，卒業後にお

ける健常者とのかかわりを大切と思っていた。そのうち，

かかわりが大切と「強く」思う割合と「やや」思う割合

はほぼ同じ（４割弱）であった。卒業後に地域でともに

活動できる機会についての希望や，友達関係作りに向け

た積極的な取組（Hardman and Clark.2006）について

の希望（アメリカのBest Buddiesの例示による）をみ

ると，それらの希望を強くもつ保護者が一定の割合でい

る半面（前者で全体の２割，後者で３割強），やはりそ

のような希望を強くは抱いていない人や，希望を抱いて

いるともいないともどちらともいえない人が，多くいる

ことも確認できた。なお，卒業後における健常者とのか

かわりの大切さに関する項目の選択理由の自由記述（付

録参照）からは，楽しい人生，色々な学びや育ち，相談

相手といった意義の他に，就労やグループホームの利用，

親亡き後などのこれから遭遇する現実的課題に対する準

備や適応といったことに思いを馳せて，保護者が回答し

ていることが示唆された。また，「同じ年頃」というこ

とを「同年代」や「同世代」というふうに少し年齢範囲

を拡大解釈して回答している保護者や，同じ年頃とか同

じ年齢でなくてもよいから色々な人とかかわれることを

願う保護者，理解してくれる人がいればよいと考える保

護者などがいることも認められた。

本調査では，顕著な差とは言えずあくまで傾向として

ではあるが，保護者から見て同じ年頃の健常の友達がい

る生徒は女子生徒よりも男子生徒において少なく，我が

子が同じ年頃の健常の人とかかわる機会が少ないと感じ

たり，我が子に同じ年頃の健常の友達がいればよいと思

ったり，そのような人と地域や学校で出合いかかわるこ

とを願ったりする（現在も，卒業後も）人は，比率的に

女子生徒の保護者よりも男子生徒の保護者に多いという

結果が得られた。本調査で，その回答者はほとんどが母

親（女性）であり，同じ年頃の健常の人に対して母親が

女子生徒について考えること・期待することと，男子生

徒に対して期待することとの違いが，このような結果の

傾向に反映しているのかもしれない。ちなみに，同一の

生徒について母親と父親がそれぞれ回答したとするな

ら，果たして父親と母親で同じ傾向の結果が得られたで

あろうか。いずれにしても，保護者の性差，特に普段の

生活の中でかかわりの大きな母親の考え方や価値観は子

どもに大きな影響を及ぼすものであり，そのことが今回

対象としたような友達作りについてもどのように影響し

ているのか，さらに検討が必要であろう。

なお，日常の生活においては学校生活，そこでの教師

とのかかわりが大きな割合を占めており，友達の大切さ

や友達関係の形成・発展可能性について教師がどのよう

な考えを持っているのかとか，形成・発展に向けて現に

意識的ないし無意識的にどのような実践や言動をとって

いるのかということも，障害のある子どもの友達づくり

に大きく影響しているかもしれない（Turnbull 2000）。

関連して，保護者の場合と同様にあくまで推測の域を出

ないが，男性教師と女性教師の間にも考えや実践・言動

に何らかの違いがあるのかもしれない。

Ⅴ．おわりに

本研究では，障害のある子どもの現在及び将来の友達

作り，とりわけ同じ年頃の健常の友達作りにとって，保

護者が大きな役割を担っているのではないかと考え，

様々な角度からその意識を明らかにすることを主たる目

的とした。今後は，保護者の意識形成（例えば，我が子

には友達は必要ない，友達はできない，同じ年頃の健常

の友達は大切，どちらともいえない，等）に対して，過

去の色々な時期の様々なことがらやその積み重ねがどの

ように影響しているのかを，事例を通して詳細に把握す

ることが必要であろう。また，事例は決して多くはない

だろうが，この調査の質問紙の冒頭に記したような意味

での同じ年頃の健常の友達（しばらく会わないでいると

会いたくなったり話しをしたくなったりする，気兼ねな

く自然につきあえる人）がいる人（生徒や青年）もいる

だろう。そのようなペア（つまり相手も同様に思ってい

る）について，そのような友達関係になるまでの経過や

友達関係になってからの普段のつきあいの様子などを，

保護者など関係者の話を参考にしながらも基本的には本

人たちへのインタビューと参与観察を通して，詳細に明

らかにする必要もあろう。
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付　録
友達関係に関する今後の研究の展開にとり貴重な資料に

なると考え，以下では，保護者による記述をあまり手を加
えずに詳細に表した。
＊「同じ年頃の健常の友達がいればよいと思う」の回答理
由（cf.本文表６）
１．強くそう思う

・友達は人生を楽しくする・友達とかかわる楽しさを知
ってほしい。・余暇の時間を共有でき生活にうるおいが得
られる。・友達がいると話しが合って楽しく遊べる。・障
害もあるが普通の女の子の気持ちもあるので，休日などは
一緒に遊ばせてあげたい。・一緒にショッピングや映画に
いける。・視野を広げ色んな考え方を知ってほしい。・友
達からたくさんの刺激をもらえ，いろんなことを教えても
らったり覚えたりできる。・大人の中でいつも指示・保護
されるより，子ども同士のつきあいの中で共感したり自主
性をもった行動をしたりの方が成長できる。・ゲームや普
段の話しも色々できる。色んな面で楽しみがふえ元気も出
る。・友達から学ぶことも多いし，人に対する態度，言葉
も覚える。・友達から刺激を受けて成長していける。・話
し遊ぶことで思いやりができる。・友達がいれば相談など
もできる。・同年代の友達がいてくれると卒業後にも色々
助けてもらえそうな気がする。・親を当てにしないように
するため。・親亡き後に心の支えになる人が何人かいてほ
しい。・障害の有無にかかわらず心を通わせる友達は必要
です。となりにいて安心するというようなふうでよいです。
親は，必ず先に死にます。自分ひとりで生きていくときの
ために友達は必要です。・兄弟姉妹がいないので大人と子
どもという関係しか築けないから。・交流のチャンスがほ
とんどないから。・家の近くにいないため。・家の中で遊
び，外で遊ぶことがないから。・養護学校の友達は何人か
いるが，他の子どもたちと接する機会がない。・養護学校
以外の同年代とのかかわりがない。小学校や中学校の時の
同級生は声をかけてくれるが，本人の性格なのか仲間に入
っていこうとしない。・地域に同級生もいないため（山村
地ゆえ）。・色々な話しをすることで，相手に障害をもって
いる人のことを理解してもらえる。・障害を理解してくれ
てつき合える人がいればありがたい。・つらいこと楽しい
ことを味わう人としてのあり方として。・友達は多い方が
いい。・同級生だった友達のことを強く意識してその人た
ちのいそうな場所に行きたがる。電話をかけたりもする。
２．ややそう思う
・同じ年頃ならではの共通した話題や情報にふれられたら
いいなあと思うので。親子の関係では話しにくい話題もあ
る。・養護学校では味わえない色々な刺激を与えてくれ
る。・年頃のため反抗ばかり。同じ年頃の健常者の同性の
友達がいれば，友達の意見・注意はよく聞いてくれるので
はないかと思う。・自分の悩みを相談したり，一緒に遊ぶ
ことでストレスを解消し，より楽しい生活を送ることがで
きる。・同じ年頃の友達がいればいろんな意味で刺激にな
るし経験できることにより成長につながる。・今の思いを

伝え合える。・自分からコミュニケーションをとるのが苦
手なため，相手の方から誘いがあり，この人とならコミュ
ニケーションがとれると思える人となら，同じ年頃と限ら
ず，どんどん人間関係を深めていってほしい。・人とかか
わることで得るものは大きい。・休日に一緒に過ごせる人
がいたらと思う。・色んな年齢の方とたくさん交流してほ
しいが同じ年頃の友達からも多くの刺激を受けて成長して
ほしいと思う。・コミュニケーションがとれないのでむず
かしいとは思いますが，同じ年頃の友達がいれば少しでも
刺激があっていいのではと思います。・いないよりはいる
方が楽しい時間を過ごせるし，プラスになることもあると
思います。・友達がいれば会話の範囲が広がると思う。・
社会性を身につける。・子どもの障害を理解した友人がい
れば本人が楽しく過ごせるのではないかと思う。・同じ年
代の話題が心の成長につながると思う。・養護学校内で話
しをする相手ではなく家に帰ってきて話のできる相手がい
ればもっといろんなことを覚えるのでは。お互いを分かり
合えて一緒にいて安らげる友達がいたらよいと思いま
す。・近くに住んでいる同じ年齢のいとこに自分からとき
どき会いにいきたがるので，友達が欲しいのだろうと思う
から。・学校在学中は養護学校の友人はいると思うけど，
卒業後近所に友達がいたらいいなと本当に望んでいる。・
障害を理解し友達としてかかわりがあると親も安心してい
られるが，何もわからないままのつきあいでは子どもも親
も不安だし両方（子どもたち）に負担がかかると思う。・
友達がいれば確かによいとは思いますが，コミュニケーシ
ョンが下手な子なので，一方的にそうしたいと思っても相
手があってのことだと思います。・相手の理解度によって，
どのような関係を作れるかよくわからないので。・あまり
通常の生活にあこがれてもらってもどうなのかと思ったり
するので，複雑です。・障害者であるという差別をあまり
受けたくない。
３．どちらともいえない
・友達と楽しく会話したり遊んだりという機会もよいが，
友達からの影響も良くも悪くも大きいので用心が必要。・
外出先等で中学時代の方と会うとみなさん声をかけてくれ
るようです。電話も来ます。でもそれは友達としてなのか，
からかい対象なのかわかりません。うれしい反面，悪いこ
とをされないか利用されないかとても不安です。・いれば
いろいろな意味で刺激を受けることができ，視野を広げる
可能性はあるが，その反面，いいように使われたり（パシ
リや面倒なことをさせるなど）イジメの対象になるなど，
不安材料もたくさんある。・健常者とかかわることで自分
を卑下したり自信をなくしたりしてしまう。しかし，おし
ゃべりや体を動かすことが大好きなので，そのようなかか
わりの中で自分のレベルアップにつながったり，あこがれ
を持ち，ますますのやる気につながる。・良いことも悪い
ことも見た目（表面的なこと）だけをまねしたがる。・障
害に理解があるかどうか。できる，できないの差が出るか
もしれない。・能力の差から無理あるいは考えられない

（６件）。・同じ年頃のお友達がいることで学ぶことも多い
が，ギャップも多いのでは。・みんながみんな子どもの障
害を理解してくれるとは限らないし，年齢が上がってきて
いるので自分のことでいっぱいいっぱいだと思う。・相手
の考え方による。相手がかかわりを持ってもいいとすすん
で思わなければ，相手の負担になるから。・本人が相手を
友達と思っても相手が同じように思ってくれないことが多
いように感じます。お互いの気持ちのずれは時にストレス
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となったりしないかと思います。・障害のない同じ年頃の
人でも，勉強，進学，就職，友人関係など様々な問題を抱
えている年頃だと思われます。何のためらいもなく障害の
ある人と友達になるには無理があると思います（小さい頃
からの友達であれば別かも）。同等というよりボランティア
的立場になるのではと思います。・「友達」といった対等
の立場にはなれず，相手の子にはボランティアというか，
お願いして付き合ってもらうことになるから。・友達関係
というよりは面倒を見るという感じになると思う。・健常
者の子どもたちとは，上手につき合えないし，声をかけて
くれないのでかわいそうになる。・障害の有無にかかわら
ず自然体でつき合えるということは理想です。以前より柔
らかく接してくださる人たちが増えているのはありがたい
ことですが，同じ年頃の方々にかぎらず，まだまだ社会全
体に大きなハードルが感じられます。・ひとりで好きな趣
味をやっているのであまり友達を欲しない。・夏冬の長い
休日に遊びに来るし，電話をかけたりしているから。・一
人で好きなことをしていることでリラックスしている様子
が多い。誰かと一緒を必ずしも望んでいないのではないか
と思う。・弟が友達みたいになっている。・障害のない同
年代の友達がいることが本人にいいのかわからない。人間
を障害がある人とない人に分けるのはどうか。
４．あまりそう思わない
・コミュニケーションがとれない。・同年齢の友達が小さ
い頃からのつきあいで息子をわかってくれるならまだいい
が，息子が他の人への関心を示さないため。・コミュニケ
ーションがとりづらいので相手にしてもらえないと思
う。・「友達」というようなかかわりを持つことはむずか
しいと思う。「同級生」「チームメイト」の関係づくりで精
一杯なので「友達」はその先という気がする。・今の子た
ちのよくなさそうな行動や考えに染まりそう。・普通の子
の中には，少しでも自分より劣っていると思う子を平気で
いじめる子がたくさんいます。子も親も嫌な思いをたくさ
んしてきているので，理解のない人の中には二度と入れた
くない。・今の学校で同じ年頃の友達がいるので。
５．全くそう思わない
・わけがわからない子どもだから。・だまされたり利用さ
れたりするから。・中傷やイジメ，ケガなど心配。同じ年
頃にこだわる理由がない。理解し合えれば年齢に関係がな
いと思う。

＊「学校は生徒たちが同じ年頃の健常者とかかわることの
できる機会をもっと作ればよいと思いますか」の回答理
由（cf.本文表８）
１．強くそう思う
・経験の積み重ねが人生を切りひらく。・色々なことを吸
収できる。・いつも養護学校ばかりだと普通の子どもたち
との接し方がむずかしくなってしまうので。・子どもさん
にもよりけりですが，自分をあたりと比較できる。自分の
行動に不安なところなどあっても，いろんな場面でまねっ
こできる。そうして自信を付けることができる。・社会に
出て活動する上でとても大切。自分の子どもだけでなく相
手にとっても心の成長につながる。・色々な（特に重度）
障害をもった子どもがいること，接し方，かかわり方など
知ってほしい。・一般の子ども（人）の方にも障害をもつ
子ども（人）に対する理解が深まると思う。・かかわる機
会が多ければ，例えば障害のない子も障害について理解し
てくれるようになり，積極的に声をかけてくれたり仲間に

入れてくれたり。障害のある子も子どもの中に入っていく
勇気をもつことができ，子ども同士のつきあいが楽しみに
なる。・お互いを知ることで偏見や差別を少しずつ取り除
くことができる。・学校間の交流で障害者の理解が広がっ
ていくと思う。地域で生活していく上で，同年代の方々の
理解や支援は必ず必要。・親が高齢になったとき同じ年頃
の方の支えが必要となるから。・学校単位での交流の回数
を増やしてほしい。そうすることで地域の中に入ることが
でき理解されて，違和感を感じない区別ない集合になって
いくように思う。・障害を理解するというか，障害をもっ
た人と付き合うことによる健常者のメリットはとても大き
い。子どもたちにとっても住みやすくなる。・同じ年頃だ
けでなく，様々な年齢の人と出会う機会を学校で是非つく
ってほしい。・もっと同じ年頃の子どもさんと遊べる機会
をつくって欲しい。・小，中と普通学校で過ごしてきたの
で交流をふやしてほしい。・強くそう思うがむずかしいの
では。相手が素直に受け入れてくれるのでしょうか。
２．ややそう思う
・学校の行事の一環ではどの程度まで友達になれるか。で
も気の合う人と巡り会えるかもしれない。・養護学校とい
う特別のところにいると社会全体とかかわり合うことがと
ても少なくなる。どんなに重い障害があっても，同じ社会
の中で生きていくためにはかかわり合うことが必要になる
と思います。障害のある人も普通に社会の中に生きている
ということから知って欲しいと思います。（養護学校では許
されることでも普通の社会の中では許されないこともある
等）。・障害者も健常者とかかわって協力し合って生きてい
く生き方が楽しい。同じ年頃の人たちにも障害者とかかわ
ることでプラスになることも多いはずです。・相互理解。
障害の特徴を知りかかわり方を知ってもらう。・障害を知
らない人が障害を理解する手助けとなる可能性がある。障
害者への刺激となる。・交流回数を多くすることで子ども
たちと他校の生徒（健常者）との思い違いが解消できると
思う。・障害の程度には個人差があり色々な人たちがいる
ことを理解して欲しい。・障害のある子どもたちの存在を
知って欲しい。・養護学校という枠の中ではむずかしいの
かな。でも学校生活の中で障害をもっている子どものがん
ばっている姿は見せていくことは大事だと思います。・自
分の子のためにというよりもそのかかわった子たちがいろ
んなことを感じてくれればと思う。その場を提供すること
が大切だと思う。・かかわり合う機会はつくってほしいが
限度もあるだろうし，現に精一杯行ってくれてると思
う。・親の希望では友達がいたらうれしいのですが，それ
は無理なような気がしますから「ややそう思う」と答えま
した。・今でも交流活動はやっているのでこれからもやっ
て欲しい。・健常者が障害者と接することの意義や対処の
仕方を心得ていればよいがそれ以外は無理なことがあると
思う。・学校生活が彼らの生活の大部分だから。
３．どちらともいえない
・学校単位での交流は，関わる機会を作るという意味では
よいと思うが，ボランティアは受験にプラスになる，と表
面的なものになる場合も考えられる。・相手の受入れ方が
よく分からない。・お互いが理解してくれて心の底からう
ち解けあってくれればよいが，現実はむずかしいし，健常
の子が障害のある子を素直に受け入れてくれるわけがな
い。・理解していただくまでにはかなり時間等が必要で
は。・やはり相手次第だと思います。こちらがどんなに関
わり合いを求めても相手にその気がなければ何の意味もな
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いと思うので。同情やボランティア精神だけでの関わり合
いはどんなものかと思います。それとも在校中はとにかく
いろんな人と出会い，かかわり合いをもった方がいいので
しょうか。・かかわってあげてるって考えの子どもたちと
は，かかわっても得るものがない。どうしても色眼鏡がつ
く場合が多いのでは。理解してかかわってくれる同じ年頃
の人っているのか不安です。・身体や知的部分に障害があ
って今の状態であるわけですから，健常な方々の意識がこ
ちらに歩み寄って来ていただかないと不用意にこちらから

「一緒に一緒に」と思ってもかえって摩擦を起こす危険があ
ると思います。・学校は行事がたくさんあって時間をとれ
ないと思う。・今の学校でも十分に同年代の人たちとかか
わっている。多種多様にかかわっても時にはそのことで本
人が混乱したり，ストレスになって逆効果なのでは。・形
式的な理解のない出会いは，子どもたちの心を傷つけるこ
とがある。・色々な人にかかわることはとても大切。でも
それを学校にお願いするのはちょっと大変かな。本当は親
が一緒に参加してやれれば一番よいかと思います。でもな
かなかそうも出来ない。・子どもの世界でも人間関係はむ
ずかしいので。・子どもたちの性格もまばらなので交流も
なかなか進まないと思う。気の合う同士で密度とより高度
の内容をすごさせて欲しい。・その子どもの状態で違うと
思うので。・障害の軽い人はそういった機会を持てればい
いと思います。・今どのくらい機会があるのかよく分から
ないので。でも学校で計画を立てることがあればそれはあ
りがたい機会だと思う。・学校で機会を作ってくれればと
も思うが，行事等で忙しくむずかしいと思います。・学校
生活（舎）での生活行動範囲で十分だと思います。・障害
のある子とない子の壁は高いと思う。・同年代の健常な子
とは，精神的に差がありすぎる。・学校という枠の中では
教師がいる手前，本来の姿がお互い出ないのでは。
４．あまりそう思わない
・今までもそういう機会をもっていただいているので十分
だと思う。・無理に機会を作っても１，２回で心が通じる
とは思わない。・学校は行事行事で大変だと思う。・かか
わることのできる機会を作ってくれているからです。・同
じ年頃の子とは，友達関係になる前にだまされて利用され
ひどい目にあってしまいそうで，怖いから。・学校では同
じ年頃の人たちとほとんど毎日過ごしているので，特にこ
れ以上機会をもたなくてもいい。・障害のある子どもが普
通の子どもの中に入ることはいいが，普通の子どもたちは
理解と思いやりをもって接して欲しい。・現在の交流回数
でよいと思う。・友達（健常児）と付き合いをもつよりも，
本人たちの自立や生活が大事。

＊「学校卒業後の生活において，同じ年頃の健常者とのか
かわりは大切なことと思いますか」の回答理由（cf.本文
表10）
１．強くそう思う
・子どもの友人関係の基本となっていると思うから。・我
が子は人と関わることでとても良い表情になる。また楽し
そうな人たちの中にはいるとその場にいるだけで楽しそう
である。楽しい人生を送ってほしいので，出来るだけ人と
関わらせていきたいと思う。同年代の人と関わるのは，ご
く自然なことだと思う。・やっぱり上から見下されるだけ
じゃ本人も行き詰まってしまうので。本人が友人だと思っ
てる人たちと話したり行動して楽しいことを体験すること
がなければ人生つまらないから。・自分との考え方の違い

をわかってくれたらよいと思う。・青年期の過ごし方など
見習うことがある。・自分だけの世界から他にも色々なこ
とがあるということを知ることが出来る。・情報交換。仲
間意識。・いつも上からの指示に従う立場，保護される立
場ではなく，対等につき合える人との関係があれば行動に
も広がりが出てくるのではないかと思います。・同年代と
の交流は，いろんな意味で必要。男性も女性も時にはケン
カ，ぶつかりい合うことで自分を知ってもらえるし相手の
こともわかる。・自分が障害をもっていてもできないこと
とか努力しようと思えるようになると思うので。・お互い
に社会性を養うことができまた協力し合ったりお互いを思
い合ったりする心が育って行くと思います。年齢を重ねる
ごとに人と人のかかわりが大切だと考えます。・自分の子
どもが同世代の傾向を敏感に察知する機会を得るから。・
互いが意識し合うことでやる気が生まれると思うので。ま
た社会性が広がっていくのではないか。・卒業しても交流
の場があったら仕事の悩みなんか相談したらいいのではな
いかなと思う。・学校を卒業すればよけいに相談する相手
が必要だと思いますし年上よりも相談しやすいということ
もあると思う。・学校内にいるときは自分で付き合ってい
けそうだなと思う人とは話したり行動を共に出来ますが，
社会に出て会社などに入社した時などは，まわりの人たち
とのかかわりが多くなっていくと思うので，同年代の人と
のかかわりはかなり重要なことになっていくと思いま
す。・社会に出て色々な人たちとかかわって生きていかな
ければいけないためです。・地域での同年代の方々の理解
や支援をいただかないと障害をもつ方々は自立した生活を
続けていくのが困難と思われるため。・卒業後，今までか
かわっていた友達とは離れてしまう可能性もあるので（ど
ういう形でもいいので）このままずっと付き合うことがで
きればいいと思います。・地域で生活していくためにはか
かわりを持てる人が多くいた方がいろんな場面で助けられ
るとは思う。・同じ年の子どもたちとのかかわりは親子の
かかわりよりも長く続くと思う。親が子どもの一生を見て
やることができない。・同年代の人に我が子の障害や個性
を理解してもらいたいと思う。・同じ年頃とか関係なく人
とのかかわりは大切かと思います。・本人がそう願ってい
ると感じるから。・興味や考え方がより近く，ある程度は
日常的な会話であれば会話が成り立つと思うので。
２．ややそう思う
・休日などを楽しく過ごせるのでは，と思うから。・同年
齢の人となら自分が落ち込んでいたりしても，同情してな
ぐさめてもらうことによって，次へと起きあがってチャレ
ンジする気力が湧いてくると思うから。・子どもの世界が
広がる。・「障害」の枠以外の刺激がありそうだから。・
いろんな年齢層の中で同年代の人がいるなら自分の年を認
識しやすい利点があると思う。・ある程度は交流がないと
いつも大人の中で守られている状態になれてしまうか
ら。・「仲間」がいるというのは心強いことだと思う。・
友達といった関係でなくても同世代の人とのかかわり（一
方的に世話してもらうとしても）は大切だと思います。子
どもが思春期を迎えて同世代の人への関心が高まっている
と思うことがよくあるからです。・職場などでいろんな年
代の人たちとのかかわりがあると思うが，またその中での
悩みや緊張をとるためにも，気心の知れる人との関わりが
あってもいいと思う。・卒業してしまえば同年代の人と会
う機会が少なくなる。孤立しないようにさせたい。・職場
に行けば同じくらいの人もいると思います。見れば話しも
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したいと思うでしょう。いきなりよりは慣れておいた方が
いいと思います。・地域で生活することから人として友人
がいて休みに会ったり楽しく過ごせたらいいなと感じます。
現在は休日は親がどこかへ連れて行ったり一緒に常に過ご
さないといけないので，子どもも退屈しているかな。よそ
の子どもさんが，ゲームをしたり映画にきたりしてるのを
見るといいなと。ただ小さい頃は馬鹿にされたりつらいこ
ともたくさんあったので，子どもは正直なのでそのあとや
さしい気持ちを育んで成長された人ならばいいですが，同
じ年でなくてもつき合えたらいいと思います。・理解があ
ってのつながりやかかわりは心を伴うものだと思うか
ら。・卒業後，または将来的に，グループホームを希望し
ているので，同じ年頃の人もそうなのですが，上の人，下
の人とのかかわりは大切だと思うので。・障害があること
で対等のつきあいは出来ないと思うが，家にこもらないで
外に積極的に出て活動してほしいと思うから。・いつまで
も親が近くで見守っていることはできるわけはないのでそ
んな時に話し相手になってくれる人がいればと思います。
・本人が年上に安心感をもっているため。・卒業後はどこ
に行っても人のかかわりは大切です。同じ年の人たちだけ
ではなくつきあいは大切です。・一般就労もむずかしいし，
成人式やその後の節目のお祝いや同窓会など，養護学校や
施設単位というのが寂しい。小学校は普通学校の特学だっ
たので，その頃の人たちとも会わせてみたい気もするし，

（本人はそういうことは言わないがあくまで親の希望）何か
しらのかかわりはあってもいいような気がする。・卒業後，
無差別に子どもとかかわりをもたせるのではなく，せめて
偏見のない子どもや大人とかかわりを持たせてあげた
い。・社会人として人とのかかわりは大切。・一般企業の
就職を希望しているので障害のない人ともなかよくできな
いと仕事ができないので。・いま現在，卒業後はどうなる
かわからない状態なので…でもたとえどこに行っても少し
はかかわりをもっていってほしい。・かかわりがもてるよ
うな進路を目指しているので。・障害のある子を受け入れ
てくれる人と関わり合えて理解してくれたら理想的だと思
います。・積極的な考えではありませんが，必要性は感じ
ています。・地域の中で生きていくためには必要なことだ
と思う。・健常者が障害者と接することの意義や対処の仕

方を心得ていればよいがそれ以外は無理なことがあると思
う。・同世代の人たちから受ける刺激というものは大切だ
し，理解が必要だと思うから。・そうは思うが，知的能力
が普通の子とはかけ離れてゆくので，親としては自然の成
り行きと相手次第（どう思ってお付き合いしてくれている
か）だと思うので，こちら側の考えを強引には通すとは思
いません。
３．どちらともいえない
・小学生の頃から地元から離れているのでいま現在あまり
かかわりがないのでこれからも望めないと思っている。・
本人の成長を見ながらそのときの様子による。・それぞれ
進学や仕事をするようになり無理と思う。・子どもに障害
があるとむずかしいと思う。・子どもの状態を思うと。・
卒業後については社会人として学校の囲いもなくなるので，
良い人，悪い人の見分けが心配。アドバイスしてくれる同
じ年頃の人（ボランティア）がいてくれれば安心かもしれ
ない。・障害のない人がある人に対してどうかかわるかに
よって大きく違ってくると思います。障害者を友人として
認めて受け入れてくれるのならばかかわりも大切ですが，
一段見下して馬鹿にした態度で接するのであれば，必要の
ないものと思われます。・かかわる年代は同じ年頃と限る
とは思わないので，色々な年代とかかわっていけるとよい
と思います。・本人は同じ年頃の人よりもあたたかく接し
てくれる年長の人を好んでいるように思うから。・同じ年
頃の方々に受け入れて頂けるのはありがたいことですが，
年齢にかかわらず，色々な年代の人たちの理解が深まるこ
とを希望します。もしかしたら，人生経験の豊富な年齢の
方が「友達」となりうる可能性もあるわけですから。・一
般の方々とはむずかしい（大切だとは思いますが）。どちら
かというと同じように障害をもっている人との横のつなが
りを強く大切にしたいと思います。
４．あまりそう思わない
・別に友達がいなくても困らないから。・特に同じ年頃の
人でなくても，いろんな人と関われたらいいと思いま
す。・同じ年頃でなくても理解し合える人がいればよいと
思う。
５．まったくそう思わない
・わけがわからない子どもだから。
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